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三
重
大
学
の
活
動
報
告

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
用
い
た

再
生
エ
ネ
機
能
材
料
の
設
計
研
修

２
０
２
５
年
12
月
１
日
か
ら
12
月
５
日
の
日
程
で
、

モ
ロ
ッ
コ
の
ム
ー
レ
イ
イ
ス
マ
イ
ル
大
学
の
大
学
院

生
２
名
、
セ
ネ
ガ
ル
の
ガ
ス
ト
ン
ベ
ル
ジ
ェ
大
学
の

大
学
院
生
１
名
と
ポ
ス
ド
ク
１
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
と
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
大
学
院
生
２
名
の
計
８
名
を
招
き
、
太
陽
光

や
地
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

す
る
た
め
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
能
材
料
の
設
計
を

テ
ー
マ
に
、
本
学
院
生
と
の
合
同
研
修
（
大
学
院
集

中
講
義
）
を
兼
ね
た
科
学
技
術
体
験
コ
ー
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

来
日
前
の
11
月
20
日
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
計
算
機
利
用
方
法
の

講
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
初
日
目
は
、
材
料
科
学

と
材
料
設
計
手
法
に
関
す
る
現
状
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
利
用
の
た
め
の
計
算

機
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
習
、
各
自
の
パ
ソ
コ
ン
に

Python

を
用
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
統
合
シ
ス

テ
ム
の
コ
ー
ド
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｏ
Ｓ
や
ス
ペ
ッ
ク
な
ど
の
環
境
が
異
な
る
こ
と
か
ら

思
わ
ぬ
障
害
や
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
ま
し
た
。
夕
刻
の
意

見
交
換
会
・
懇
親
会
で
は
、
参
加
学
生
の
国
・
地

域
・
大
学
の
紹
介
発
表
会
を
開
催
し
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
各
自
で
作
成
し
た
統
合
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
、
シ
リ
コ
ン
や
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
材
料
の

電
子
構
造
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
午

後
に
は
、
日
本
の
企
業
、
文
化
・
伝
統
に
直
接
触
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
元
企
業
（
光
機
械
製
作

所
）
を
見
学
し
、
伊
勢
神
宮
な
ど
県
内
文
化
関
連
施

設
を
視
察
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
物
質
の
光
学

的
性
質
に
つ
い
て
議
論
し
、
参
加
者
全
員
か
ら
成
果

と
感
想
の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
５
日
間
（
実
習

３
日
間
）
は
非
常
に
短
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

学
生
に
は
好
評
で
し
た
。

■
過
去
の
参
加
者
と
の
繋
が
り

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
企
画
も
含
め
、
今
回
で
６
回
目

の
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
な
り
ま

す
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
累
計
60
名
ほ
ど
の
優
秀
な

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
490
回

＝
特
別
連
載
＝

アフリカとインドネシアからの招へい者と著者（前列左から２人目）、三重大学生ら

中村 浩次
（三重大学
大学院工学研究科教授）
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若
者
た
ち
が
参
加
し
、
「
日
本
は
街
、
道
路
が
と
て

も
清
潔
で
綺
麗
」
「
研
究
室
の
皆
さ
ん
が
優
し
く
、

将
来
は
日
本
で
博
士
号
を
取
得
し
た
い
」
な
ど
多
く

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
を
は

じ
め
、
韓
国
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
大
学
・
研
究
機
関
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
い
う

お
知
ら
せ
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
に
お
い
て
は
、
２
０
１
４
年
度
に
大

阪
大
学
で
実
施
さ
れ
た
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
初
来
日
し
、
本
学
で
２
０
２
３
年
に
博

士
号
を
取
得
し
た
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
ア
リ
フ
ィ

ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
助
教
が
、
本
学
の
「
２
０
２
５
年

度
Ｍ
Ｉ
Ｅ

－

Ｕ
国
際
交
流
協
定
校
外
国
人
若
手
教

員
」
と
し
て
、
指
導
者
の
立
場
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
ま
し
た
。
ア
リ
フ
ィ
ン
助
教
は
１
年
間
の
任
期

を
終
え
既
に
帰
国
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
も

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
私
の
人
生
に

大
き
な
き
っ
か
け
と
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
毎
年
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

い
く
つ
か
の
交
流
グ
ル
ー
プ
が
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
後
輩
た
ち
に
日
本
の
良
さ
を

伝
え
、
国
際
的
な
交
流
や
共
同
研
究
に
積
極
的
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
の
嬉
し
い
応
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

■
今
後
の
展
望

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
研
究
者
、
将
来

あ
る
若
い
人
材
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い

る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
留
学
生
受
入
れ
の
実
績
も
積

み
上
げ
ら
れ
、
国
際
会
議
や
共
同
研
究
に
声
が
け
を

い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
と
は
、
定

期
的
に
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
毎
回
20

〜
50
名
の
学
生
参
加
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
度

は
モ
ロ
ッ
コ
・
ム
ー
レ
イ
イ
ス
マ
イ
ル
大
学
で
「
春

の
学
校
」
を
開
講
し
、
２
０
２
６
年
度
に
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
で
特
別
講
義
を
、
セ
ネ

ガ
ル
・
ガ
ス
ト
ン
ベ
ル
ジ
ェ
大
学
か
ら
は
国
際
会
議

の
招
待
講
演
の
依
頼
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先

方
大
学
グ
ル
ー
プ
が
注
目
し
て
い
る
素
子
・
材
料
系

を
対
象
に
、
博
士
後
期
課
程
学
生
を
受
け
入
れ
る
形

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、
持
続
可
能
な
国
際
連
携
を

進
め
て
い
ま
す
。
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
知
り
、
多
く
の
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
関
係
者
の
方
々
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

コンピューターシミュレーション実習

成果発表を行う招へい者ら




